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１．大量の土砂が流入して全壊した家屋（弥生地内）

２．奥川の増水により水衝部の護岸が流失（極入地内）

３．泥や流木などが打ち上げられた水田（塩地内）

４．奥川の増水により道路や田畑が冠水（向原地内）

５． 路盤が流されてしまった県道 383 号熱塩加納山都

西会津線（極入ー弥平四郎間）

６． 道路の一部が崩落した県道 383 号熱塩加納山都西

会津線を視察する関係者（小屋地内）

※ 掲載した写真は８月４日から８日にかけて撮影した

ものです。
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４
年
８
月
豪
雨

令
和
４
年
８
月
豪
雨

奥
川
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害

奥
川
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害

記
録
的
な
豪
雨

　

県
内
で
は
、
前
線
に
暖
か
く

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
影
響

で
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定

に
な
り
、
８
月
３
日
の
夕
方
か
ら

会
津
北
部
を
中
心
に
雷
を
伴
っ
た

非
常
に
激
し
い
雨
が
降
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
断
続
的
に
雨
が
降

り
、翌
４
日
午
前
５
時
28
分
に「
福

島
県
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
同
４
日
の
明
け
方

に
１
時
間
に
約
１
０
０
㍉
の
猛
烈

な
雨
を
記
録
し
、
奥
川
・
中
町
自

治
区
に
あ
る
国
土
交
通
省
の
雨
量

観
測
局
で
は
、
降
り
始
め
か
ら
の

雨
量
が
２
９
５
㍉
に
達
し
ま
し

た
。

交
通
機
関
へ
の
影
響

　

交
通
機
関
へ
の
影
響
も
多
数
発

生
し
、
国
道
49
号
の
上
野
尻—

宝

川
区
間
が
雨
量
超
過
の
た
め
一
時

通
行
止
め
と
な
っ
た
ほ
か
、
県
道

や
町
道
に
お
い
て
も
、
土
砂
崩
れ

や
路
肩
の
崩
落
な
ど
に
よ
り
一
時

的
に
通
行
不
可
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
に
お
い
て
は
、

喜
多
方
市
の
濁
に
ご
り
が
わ川
橋
り
ょ
う
の
一

部
が
河
川
の
増
水
に
よ
り
倒
壊

し
、
８
月
４
日
か
ら
野
沢
駅
―
喜

多
方
駅
間
が
運
休
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
10
日
か
ら
は
同
区
間

で
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
バ
ス
も
、
安
全
な

運
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
道
路

状
況
に
応
じ
て
迂う

回か
い

運
行
を
実
施

す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

町
内
の
被
害
状
況

災
害
対
応

　

町
で
は
、
８
月
３
日
午
後
２
時

10
分
に
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
た

の
と
同
時
に
警
戒
配
備
体
制
を
設

置
し
て
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
翌
４
日
午
前
７
時
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
警
察

や
消
防
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
町
内
の
被
害
状
況
の
把

握
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
の
破
損
に
よ

り
断
水
な
ど
が
発
生
し
た
奥
川
地

区
の
12
自
治
区
１
８
９
世
帯
に

は
、
４
日
と
５
日
に
飲
料
水
を
配

給
し
た
ほ
か
、
一
部
に
は
給
水
タ

ン
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
５
日
の
昼
頃
に
は
、
県

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

り
、
道
路
が
流
さ
れ
て
孤
立
し
て

し
ま
っ
た
弥
生
自
治
区
の
住
民
の

救
助
と
弥
平
四
郎
自
治
区
へ
の
食

料
な
ど
の
物
資
輸
送
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
道
路
の
応
急
復
旧
に

よ
り
弥
平
四
郎
自
治
区
の
孤
立
は

５
日
の
夕
方
に
解
消
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
被
災
し
た
土
木
施
設

や
農
地
・
農
業
施
設
の
復
旧
、
町

罹
災
救
助
金
の
交
付
な
ど
継
続
し

た
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
国
・
県
管
理
分
を
除
く
。

◆
建
物
被
害

【
８
月
９
日
現
在
】

　

住
宅
全
壊

１
棟

　

住
宅
半
壊

１
棟

　

住
宅
床
上
浸
水

１
棟

　

住
宅
床
下
浸
水

14
棟

　

小
屋
な
ど
の
浸
水　

８
棟

◆
道
路
被
害

【
８
月
15
日
現
在
】

　

町
道
（
路
肩
決
壊
な
ど
）

21
カ
所

　

林
道
（
土
砂
崩
れ
な
ど
）

12
カ
所

◆
河
川
等
被
害

【
８
月
15
日
現
在
】

　

流
木
詰
ま
り
、
洗
堀
な
ど

10
カ
所

◆
農
地
被
害

【
８
月
８
日
現
在
】

　

冠
水
・
土
砂
堆
積
面
積

７
・
５
㌶

　

法
面
な
ど
の
崩
落
・
浸
食

20
カ
所

　

８
月
３
日
か
ら
５
日
に
か

け
て
北
日
本
を
中
心
に
発
生

し
た
豪
雨
は
、
本
町
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

特
に
奥
川
地
区
で
は
、
道
路

の
決
壊
を
は
じ
め
、
住
宅
へ

の
浸
水
、
田
畑
の
冠
水
や
集

落
の
孤
立
、
断
水
な
ど
多
く

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。



記念品贈呈（五十嵐杏優さん）記念品贈呈（五十嵐杏優さん）

記念証授与（佐藤理央さん）記念証授与（佐藤理央さん）

謝辞（上田昌範さん）謝辞（上田昌範さん）

大人への第一歩を踏み出す 令和４年度 二
は た ち

十歳を祝う会

久
々
の
再
会
を
喜
び
合
う

　

令
和
４
年
度
に
20
歳
を
迎
え
た

の
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
48
人
の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
日

は
38
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
１
人

を
含
む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
薄
町
長
が
佐
藤
理
央

さ
ん
に
記
念
証
を
、
五
十
嵐
杏
優

さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、「
自

分
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、

人
の
た
め
に
何
か
を
で
き
る
素
敵

な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
人
生
が
輝
か
し
い
未
来
で

あ
ふ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
続
い
て
清
野
佐
一
町
議
会
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
20
歳
を
迎
え

た
皆
さ
ん
の
新
た
な
人
生
の
門
出

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
西
会
津
町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
８
月
15
日
に
西
会

津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
１
日
よ
り
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
で
は
対
象
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
20
歳
を
迎
え
る

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、名
称
も「
成

人
式
」
か
ら
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
上
田
昌
範
さ

ん
が
「
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
大
人

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
町
に
恩
返

し
を
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の

気
持
ち
と
大
人
と
し
て
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
実
行
委
員
会
主

催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
指
名
を
受
け
た
皆
さ
ん
が
自

身
の
近
況
報
告
や
将
来
の
夢
に
つ

い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、
映
し

出
さ
れ
た
懐
か
し
い
顔
に
時
折
歓

声
が
上
が
る
中
、
20
歳
を
迎
え
た

皆
さ
ん
へ
当
時
を
振
り
返
り
な
が

ら
祝
福
の
言
葉
と
温
か
い
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
に
な
っ
た
今
、
変
化
し
続
け
る
社
会
環

境
に
合
わ
せ
て
、
一
人
一
人
が
自
覚
を
持
っ
て
行

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日

こ
こ
に
こ
う
し
て
集
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

二
十
歳
を
祝
う
会

出
席
者

﹇
名
簿
よ
り
、
敬
称
略
﹈

【
野
沢
地
区
】

▽
２
町
内
＝
山
内
奈
菜
、
若
林

出
、
渡
部
美
優
▽
３
町
内
＝
海
老

名
里
奈
▽
５
町
内
＝
髙
橋
脩
▽
９

町
内
２
＝
須
藤
珠
▽
下
小
屋
＝
物

江
綾
香
▽
10
町
内
＝
飯
嶋
彩
香
、

福
地
優
理
奈
▽
芝
草
＝
佐
久
間
大

地
、
佐
藤
奈
々
、
黒
澤
怜
花
、
上

田
昌
範

【
尾
野
本
地
区
】

▽
西
原
＝
二
瓶
拓
磨
▽
森
野
＝
渡

部
猶
雅
、
齋
藤
陽
香
、
荒
明
あ
り

さ
▽
萱
本
＝
秦
聖
志
朗
▽
松
尾
＝

野
原
安
一
、
須
藤
諒
▽
尾
登
＝
齋

藤
陽
奈
▽
西
林
＝
福
井
樹
▽
さ
ゆ

り
が
丘
＝
五
十
嵐
杏
優
、
江
川
満

里
愛
、
髙
橋
新
史
、
長
谷
川
歩
夢
、

長
谷
川
光
、
田
中
千
博
▽
上
小
島

＝
佐
藤
理
央
、
薄
上
明
日
香
、
渡

部
壮
流

【
群
岡
地
区
】

▽
上
野
尻
＝
齋
藤
優
輝
、
土
田
愛

唯
▽
下
野
尻
＝
塚
原
大
翔
、
伊
藤

美
乃
鈴
▽
宝
川
＝
渡
部
璃
空

【
新
郷
地
区
】

▽
高
目
＝
長
谷
沼
大
秀
▽
滝
坂
＝

五
十
嵐
史
彦
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　　　　　　　　　　  （写真提供：西会津高校）　　　　　　　　　　  （写真提供：西会津高校）

埼玉県戸田市の中学生とも交流

中高生が異国文化を体験中高生が異国文化を体験
　国際社会に対応するコミュニケーション
能力と豊かな人間性を育むための英語教
育・異国文化体験事業が天栄村の英語研修
施設「ブリティッシュヒルズ」で行われ、
町内内在住の中高生22人が参加しました。
令和元年度より始まった本事業は、８月４
日から１泊２日の日程で行われました。
　今回は、埼玉県戸田市の中学生 16 人も
参加し、交流を兼ねて体験事業を実施しま
した。異国の雰囲気が漂う施設内では、施
設の見学やレッスンなどで全て英語を使用
して過ごすようになっています。参加した
生徒の皆さんは、グループごとに英語の読
み書きなどを学ぶレッスンやカナダの先住
民に伝わる装飾品を手作りするレッスンな
どを通して、楽しみながら英語や異国文化
を学び、貴重な経験になりました。

夏の風物詩！上手に割れたかな？

こゆりこども園でスイカ割りこゆりこども園でスイカ割り
　夏のこゆりこども園では、この時期ならではの遊び
である「スイカ割り」や「プール遊び」などで、夏を
満喫しています。
　８月２日にひまわり組（年長）の園児たちが行った
「スイカ割り」では、目隠しをした園児が他の園児や
先生に応援されながら、スイカに向かって勢いよく棒
を振り下ろしていました。最終的にスイカにはヒビが
入り、大盛り上がりでスイカ割りを終えました。
　同じ日に他の組では、プールや水鉄砲などで水遊び
を行いました。プールにぷかぷかと体を浮かせたり、
お互いに水を掛け合ったりと、夏の暑さにも負けずに
元気いっぱいに遊んでいました。

大学生が町の子どもたちと一緒に化学実験

福島大学サイエンスカフェ福島大学サイエンスカフェ
　福島大学食農学類の学生が中心となり、県内の
子どもたちに化学の楽しさを伝える「サイエンス
カフェ」が、８月８日と９日に行われました。
　夏休み期間中の今回は、放課後児童クラブの子
どもたちが参加し、植物から色を取り出す実験
や、それを使ったせっけん作りに挑戦しました。
子どもたちは講師の先生や大学生に教わりなが
ら、化学反応の様子に夢中になっていました。

会津出身の文化人が残した民俗資料を多く展示

古川利意記念美術館「農とくらし」がオープン！古川利意記念美術館「農とくらし」がオープン！
　奥川・真ヶ沢にある築 150 年の蔵を改修し、会津
坂下町出身で教員や郷土史家として活躍した故 古川
利意さんの作品約 400 点を収蔵した小さな美術館「農
とくらし」が７月 18 日に開館しました。
　当日は、美術館の立ち上げに携わった関係者や地元
住民など多くの皆さんが駆け付け、開館を祝うセレモ
ニーが行われました。古川さんと生前から親交があ
り、今回の発起人で蔵の所有者の小野木麗子さんは
「色々な人の力を借りて開館できた。古川さんの作品
を多くの皆さんに見てほしい」と話していました。
◆古川利意記念美術館「農とくらし」  開館情報
【日時】土日祝日　午前 10 時～午後５時
【場所】奥川大字飯里字里道 2246 番地
【観覧料金】無料（管理運営にかかる協力金あり）
※豪雪地帯のため冬期間は閉館します。
〈問い合わせ先〉
　☎０８０ー６０１９ー０３８４（小野木）

中学生が高校の授業と部活動を体験

西会津高校で体験入学を開催西会津高校で体験入学を開催

　７月 29 日、西会津高校で体験入学会が行われ、町
内外から 25 人の中学生が参加しました。
　全体会では、生徒会長の今井さんと２年生の小柴さ
んが西高の良さや魅力について楽しく話してくれまし
た。数学の授業体験と部活動体験では、会場に入るこ
とができなかった引率者のために、町から貸与されて
いるタブレット端末を活用し、別教室で中学生の様子
をリモートで参観してもらいました。
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『喜怒哀楽のお経を読む』
[ 釈 徹宗  著 ]
 朝日新聞出版

『みずほ、迷走の20年』
[ 河浪 武史  著 ]
 日経 BP 日本経済新聞

『競争の番人』
[ 新川 帆立  著 ]
 講談社

『両手にトカレフ』
[ ブレイディみかこ  著 ]

ポプラ社

『体の不調がスーッと消える
「天気痛さん」の本』

[ 佐藤 純  監修 ]
扶桑社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　僧侶で宗教学者の著者は、

現代人の抱える「恐れ」「怒り」

「笑い」「悲哀」「老・病・死」

について、本書の中でお経や

仏教の考え方を問いかけと答えで優しく分かりやすい言

葉で展開し、読み解いています。

　『恐怖経』や『日本霊異記』、『薔薇の名前』そして『歎

異抄』などからの言葉をひもとき、そこから気付かされ

る仏教の知恵は、現代の問題と結びついて考えるととて

も身近で、今を生きる私たちに心の苦しみから一歩を踏

み出す指針を示しているようです。ぜひ一度、手に取っ

てみてください。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

　今月は、フォトクラブどんぐり・薄定雄さん（井谷）の作品です。

町民ギャラリー　フォトクラブどんぐり町民ギャラリー　フォトクラブどんぐり

作品名　　 『 冬の越戸 』
作品紹介

　以前、奥川地区の大舟沢集落に出

掛けたこの日は、夜に降っていた雪

も止み、時折、太陽が顔を出すよう

になっていました。その帰り道、今

は住む人もなく、雪に埋もれてひっ

そりとたたずむ越戸の民家に太陽の

光が差し込み、その存在を訴えるか

のような輝きを放っていました。そ

れに応えるように三脚を据え、じっ

くりと撮った会心の１枚です。

　越戸を通ることはめったにありま

せんが、今でも「大舟沢」「越戸」

といえば、冬のこの風景が目に浮か

びます。

月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日

間
に
か
け
て
、
33
回
目
と

な
る
町
民
美
術
展
を
野
沢
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
絵
画
や

写
真
を
は
じ
め
、
陶
芸
、
書
道
、

手
芸
な
ど
１
７
０
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
の
多
く
は
、

町
内
の
サ
ー
ク
ル
や
公
民
館
の
生

涯
学
習
講
座
な
ど
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。
会

場
に
は
、
こ
の
美
術
展
へ
の
出
展

を
目
標
と
し
て
創
作
活
動
に
取
り

組
み
完
成
し
た
力
作
が
ズ
ラ
リ
と

並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
企
業
の
社
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
廃
材
と
な
っ
た
畳

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
で
描
い
た
花
嫁
の
絵
な
ど

も
展
示
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

が
多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

畳に描かれた絵画に見入っている来場者の皆さん畳に描かれた絵画に見入っている来場者の皆さん

７

３
年
ぶ
り
の
開
催
、
力
作
が
ズ
ラ
リ
！

第
33
回
町
民
美
術
展
を
開
催
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ ユニークなワークショップで交流しました▲ ユニークなワークショップで交流しました

長長
はは

谷谷
せせ

川川
がわがわ

    成成
しげひろしげひろ

博博 さん さん
（梨平）（梨平）

町の福祉と介護の在り方を考える

福祉・介護の「これから」未来プロジェクト福祉・介護の「これから」未来プロジェクト
　町では、町内の福祉施設の老朽化や人口の減少、高

齢化、世帯構成の変化などを踏まえ、これからの町の

福祉と介護の在り方を考えていくことを目的とした

『福祉・介護の「これから」未来プロジェクトチーム』

を立ち上げました。

　８月５日には、第１回の会議が開催され、町内の

福祉施設などに勤務する 10 人の参加者と鎌田實先生

が所長を務める地域包括ケア研究所の皆さんがワーク

ショップを行いました。今後は、さまざまなスキルの

習得や実践を通じ、福祉施設の改修や福祉・介護サー

ビスの新たな在り方を示す「医療・介護連携推進基本

構想」の策定に向けて取り組んでいく予定です。

町における人権啓発活動に取り組む

人権擁護委員に長谷川成博さんを再任人権擁護委員に長谷川成博さんを再任
　任期満了に伴い、長谷川成博さん（梨平）が人権擁護委員として法務大臣

から委嘱されました（再任）。

　人権擁護委員は、市町村長の推薦で法務大臣より委嘱され、町民の皆さん

の相談に応じながら、基本的人権の侵害などの被害を調査し、被害者の救済

を図るほか、地域での人権啓発活動などに取り組みます。なお、長谷川さん

の任期は令和４年７月１日から３年となります。

ボート競技で県大会優勝！

西中１年・眞部さん ボート競技で全国大会に出場西中１年・眞部さん ボート競技で全国大会に出場
　７月 15 日、西会津中１年の眞部碧

あお

葉
ば

さんが町役

場を訪れ、ボート競技・女子シングルスカルでの県

大会優勝と全国大会出場を大竹享副町長と江添信城

教育長に報告しました。眞部さんには、副町長から

激励金が手渡され、江添教育長が「体調管理に気を

つけて、結果を残せるように頑張ってください」と

エールを贈りました。

　眞部さんが出場する「全日本中学選手権競漕大

会」は、７月 21 日～ 24 日に宮城県で開催されま

した。

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

◆
町
議
会
定
例
会

　

生
放
送　

午
前
10
時
〜

　

再
放
送　

午
後
６
時
〜

※
放
送
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
い
く
ぞ
！
Ｎ
Ａ
青
年
部
Ｄ
ａ
ｊ
ｏ
ｙ

　

西
会
津
町
商
工
会
青
年
部
を
紹

介
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

９
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

人
的
被
害
が
発
生

ク
マ
に
注
意
！

　

町
で
は
、
７
月
に
ク
マ
に
襲
わ

れ
て
け
が
を
す
る
事
案
が
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ク
マ
の
目
撃
情

報
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
人

家
近
く
に
ク
マ
の
出
没
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に
、

音
の
出
る
物
を
身
に
着
け
、
人
間

の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ン
な

ど
新
し
い
ク
マ
の
痕
跡
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
引
き
返
す
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
背
中
を
見
せ
ず
に

ゆ
っ
く
り
と
あ
と
ず
さ
り
し
て
距

離
を
取
り
、
立
木
の
カ
ゲ
な
ど
に

か
く
れ
て
ク
マ
の
視
界

か
ら
外
れ
て
か
ら
逃
げ

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
山
林
で
は
複

数
人
で
行
動
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　町学校給食センターでは、西会
津小学校と西会津中学校の給食
（340 人分）を、調理員８人・栄
養士１人で心を込めて作っていま
す。今回は、子どもたちが考えた
メニュー「歯を強くする肉巻き」
の調理動画を作成しました。下記
ＱＲコードから視聴できます。

西会津町給食センター
デジタル見学ツアー③

　オレンジカフェいいで愛は、介護やもの忘れに関する悩
み事の相談、情報交換など、カフェでの交流を通して、も
の忘れとの付き合い方や仲間と出会える場です。
【日　時】【日　時】　９月 26 日（月）　午前 10 時～
【会　場】【会　場】　にぎわい番所ぷらっと
【参加費】【参加費】　無料（飲み物・菓子付き）
【申込み】【申込み】　 参加希望の場合は事前予約が必要です。前日ま

でに地域包括支援センターに連絡ください。ま

た、送迎が必要な場合も気軽に相談ください。

〈申込み・問い合わせ先〉〈申込み・問い合わせ先〉
　にしあいづ地域包括支援センター　☎４５―３３２７

　福祉介護課　介護係　☎４５―２２１４

“ オレンジカフェいいで愛 ”  in 野沢“ オレンジカフェいいで愛 ”  in 野沢
開催のお知らせ開催のお知らせ

です。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

９
月
10
日
〜
16
日
は

『
自
殺
予
防
週
間
』

　

９
月
は
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休

業
が
明
け
、
自
殺
者
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。「
自
殺
予
防
週

間
」
は
、
自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
知
り
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し
て
い

く
と
と
も
に
、
命
の
大
切
さ
や
自

殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
、
ま
た

危
険
に
気
付
い
た
と
き
の
対
応
方

法
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
期
間
で
す
。

◆
身
近
に
取
り
組
む
自
殺
予
防

○
ひ
と
り
で
我
慢
し
な
い

○
誰
か
に
相
談
す
る

○
身
近
な
人
の
悩
み
に
気
付
き
、

声
を
掛
け
て
み
る

◆
電
話
で
の
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

　

平
日
の
み
・
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
、
午
後
６
時
〜
10
時

◆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
相
談

　

こ
こ
ろ
つ
な
ぐ
＠
福
島

米
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
に
伴
う
出
荷
・

販
売
自
粛
の
お
願
い

　

本
年
度
も
、
米
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査

は
、
旧
市
町
村
ご
と
に
実
施
し
ま

す
の
で
、
結
果
が
判
明
す
る
ま
で

は
米
の
出
荷
・
販
売
・
無
償
譲
渡

な
ど
を
控
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
検
査
結
果
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
も
随
時
更
新
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
農
作
業
を

行
う
際
は
、
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
事
故
は
農
作
業
機

械
を
使
用
す
る
際
の
不
注
意
や
、

操
作
の
誤
り
が
原
因
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ゆ
と
り
あ
る
計
画
的
な
作
業
を

心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
ち

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
安
全
確
認
を
行
い
、
誤
操
作
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い

作
業
す
る

○
機
械
の
点
検
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
て
か
ら
行
う

○
道
路
を
走
行
す
る
際
は
安
全
な

速
度
で
移
動
す
る

○
ほ
場
へ
の
進
入
、
脱
出
時
、
畦

越
え
時
は
特
に
注
意
す
る

○
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、
複
数

人
で
作
業
す
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

秋
の
農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

市町村 医療機関 電話予約連絡先

会津若松

おのぎレディースクリニック ☎ 0242―36―5051

竹田綜合病院   ※予約が必要です ☎   〃   ―27―5511

あみウイメンズクリニック ☎   〃   ―37―1456

なるせとみこレディースクリニック ☎   〃   ―37―7851

会津中央病院 ☎   〃   ―25―1525

喜 多 方
山田産婦人科医院 ☎ 0241―22―3032

ゆうゆうクリニック ☎   〃   ―22―2111

会津坂下 坂下厚生総合病院 ☎ 0242―83―3511

　※実施期間は９月１日（木）～ 12 月 23 日（金）までです。

　※ 受診の際は、健康保険証と健康づくり協力員より配付されている

　　受診券を持参してください。

　※ 子宮体がんの検診対象になった場合、その検査料は自己負担にな

　　ります。

　子宮頸がん施設検診を９月１日から開

始します。検診申込者は忘れずに受診し

てください。

　実施医療機関は右表のとおりです。ま

だ申し込んでいない人で、これから受診

を希望する場合は下記まで問い合わせく

ださい。

９月１日から９月１日から

「子宮「子宮頸頸
け いけ い

がん施設検診」がん施設検診」

が始まりますが始まります

健康増進課
健康支援係

☎４５―４５３２

子宮頸がん施設検診 指定医療機関一覧表

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

事
業
者
向
け

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

説
明
会
・
相
談
会

　

喜
多
方
税
務
署
で
は
、
令
和
５

年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
）
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、次
の
日
程
で「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
説
明
会
の
終
了

後
、
登
録
申
請
希
望
者
を
対
象

に
、
登
録
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
す
る
「
登
録
申
請
相
談

会
」
を
同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
定
人
数
と
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

◆
日
時

　

９
月
27
日
（
火
）

①
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

内
容
…
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

を
知
り
た
い
人
向
け

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容
…
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組

み
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概

要
ま
で
知
り
た
い
人
向
け

◆
会
場

　

喜
多
方
税
務
署　

２
階
会
議
室

◆
そ
の
他

説
明
会
な
ど
へ
の
参
加
は
事
前

予
約
制
で
す
。
参
加
希
望
の
場
合

は
、
９
月
22
日
（
木
）
午
後
５
時

ま
で
に
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

　
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、

「
２
番
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

税
務
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

喜
多
方
税
務
署
で
は
、
事
前
予

約
制
で
個
別
的
な
税
務
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

よ
っ
て
曜
日
を
指
定
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
予
約
の
上
、
喜
多
方
税
務
署

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
制
度
や
法
令
な
ど
の
解

釈
・
適
用
に
つ
い
て
の
一
般
的
な

税
務
相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
が
可
能
で

す
。
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

▲▲ 

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ

ド
を
読
み
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

介
護
職
員
初
任
者

研
修
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
介
護
事
業
所
な
ど
に

就
職
を
希
望
す
る
人
や
介
護
の
知

識
や
技
術
を
身
に
付
け
た
い
人
を

対
象
と
し
た
「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
」
を
開
催
し
ま
す
。
研
修
内

容
の
詳
細
や
、
受
講
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
研
修
期
間

10
月
４
日（
火
）〜
12
月
12
日（
月
）

◆
会
場

　

町
公
民
館　

ほ
か

◆
申
込
期
限

　

９
月
16
日
（
金
）
ま
で

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４▲  詳しくは町▲  詳しくは町

ホームペーホームペー
ジで確認くジで確認く
ださいださい

　自動車は、使用期間や走行距離に応じて劣化や故障が

生じてくるため、定期的な点検整備が欠かせません。

　きちんと整備点検を行い、不具合や故

障などのトラブルを未然に防ぎ、安全で

環境に優しい運転を心掛けましょう。

９月・10月は強化月間９月・10月は強化月間

『自動車点検整備推進運動』『自動車点検整備推進運動』 購
読
し
ま
せ
ん
か
？

全
国
農
業
新
聞

　

毎
週
金
曜
日
に
発
行
さ
れ
る

「
全
国
農
業
新
聞
」
で
は
、
農
業

や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
、
地
域

の
話
題
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
購
読
を
希
望
す
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
45
―
４
５
３
１

　県では、地球温暖化防止活動に関心のあ
る人を対象として、推進員の養成研修会を
開催します。詳しくは、県環境共生課のホー
ムページを確認ください。
〈申込・問い合わせ先〉
　県地球温暖化防止活動
　推進センター
　☎０２４―９４４―００８３

地球温暖化防止活動に参加しませんか
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、企画情報課・企画政策係まで（☎ 45-4536）「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりわたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

ＬＩＮＥ画面の一例

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

人
足
イ
ベ
ン
ト
の
募
集

　

奥
川
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
人

足
作
業
の
支
援
と
し
て
、
町
外
の

人
を
受
け
入
れ
た
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う

に
募
集
案
内
を
行
う
の
か
な
ど
と

い
っ
た
、
参
加
者
を
受
け
入
れ
る

仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
夏
の
人
足

で
は
、
人
足
の
参
加
者
を
募
集
す

る
方
法
と
し
て
新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
活
用
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
集

落
に
作
業
場
所
や
作
業
時
間
、
受

け
入
れ
で
き
る
人
数
な
ど
の
聞
き

取
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

基
に
参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
を

軽
沢
・
程
窪
集
落
を
訪
問

　

本
年
度
よ
り
担
当
地
区
が
変
更

と
な
り
、
野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡

地
区
の
高
齢
化
率
60
㌫
以
上
の
集

落
を
中
心
に
少
し
ず
つ
訪
問
し
て

い
ま
す
。
約
２
年
前
に
実
施
し
た

集
落
の
実
態
調
査
を
基
に
、
そ
の

後
の
変
化
や
集
落
維
持
に
向
け
て

そ
こ
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
け
る
よ
う
話
を
聞
い
て

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
尾

野
本
地
区
の
軽
沢
と
程
窪
の
両
集

落
の
自
治
区
長
に
現
在
の
集
落
状

況
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
集
落
と
も
、
サ
ロ
ン
へ
の
参

加
や
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
う
な

ど
住
民
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
あ
り
、
互
い
に
近
況
を
確
認

し
合
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
し

か
し
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
や
集
落

の
共
同
作
業
の
人
手
不
足
問
題
は

深
刻
化
し
て
お
り
、
今
で
き
て
い

る
こ
と
が
５
年
後
10
年
後
で
き
る

か
は
分
か
ら
な
い
状
況
だ
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

訪
問
し
て
初
め
て
集
落
の
現
況

が
分
か
る
こ
と
も
多
く
あ
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
訪
問
を
重
ね
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　日本人の死因第１位は「がん」であり、令和２

年の町の統計では死因第４位となっています。定

期的に検診を受け、早期に異常を発見して治療を

行うことで、体への負担を軽減し、根治の期待も

高まります。「異常あり」や

「要精検」となった場合は怖

がらず、自分のため、家族

のためにも必ず精密検査を

受けましょう。

　

７
月
21
日
、
３
歳
児
５
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
２
人
に
む
し
歯
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

八島  凜
り

桜
お

ちゃん

（１町内）
武藤  遙

はる

ちゃん

（上野尻）

すごいな！むし歯のない子

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の渡辺です。

今月の集落支援だよりでは、ＬＩＮＥを

活用した人足イベントの募集と軽沢・程

窪集落の訪問についてお届けします。
地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡渡
わたわた

辺辺
なべなべ

    貴貴
たかたか

洋洋
ひろひろ

 隊員隊員

作
成
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
大
学
生
な

ど
に
周
知
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
足
の
参
加
者
か
ら

は
、
試
験
的
で
の
実
施
と
は
い

え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
参
加
申
し
込
み

が
し
や
す
く
、
人
足
の
体
験
も
初

め
て
で
あ
っ
た
た
め
、
普
段
の
生

活
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
た

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
集
落
の
負

担
を
少
な
く
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
落
が
希

望
す
る
人
数
が
集
ま
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
実
施
に
向

け
て
改
善
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
奥
川
地
区
に
限

ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
詳
細

を
知
り
た
い
、
ま
た
は
、
や
っ
て

み
た
い
集
落
が
あ
り
ま
し
た
ら
気

軽
に
渡
辺
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

草
木
が
生
い
茂
り
、
町
内
各
所

で
草
刈
り
を
す
る
姿
を
見
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
蒸
し
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
の
で
熱
中
症
に
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自分のために家族のために  受けよう！がん検診自分のために家族のために  受けよう！がん検診

健康増進課 健康支援係

齋
さい

藤
とう

美
み

香
か

  保健師長

健康増進課 健康支援係

石
いし

川
かわ

皓
こう

也
や

  副主査

　昔は不治の病といわれていた「がん」。最近では、医療技術の

進歩により、治る確率が高くなってきています。自分の健康を

守るためには、定期的ながん検診が大切です。今月号では、町

で実施している「がん検診」について紹介します。

　町では、胃がん・肺がん・乳がん・子宮頸がん・大腸がんの５つのがん検診を行ってお
り、それぞれ無料で受けることができます。これらのがんは早期に発見でき、さらに治療
を行うことで死亡率が低下することが科学的に証明されています。

　町で行っている「がん検診」にはどんな種類がありますか？

　各がん検診の対象者を教えてください。

　各がん検診の対象者は右
表のとおりです。申し込ん
でいない人で検査を希望さ
れる場合は、町役場健康増
進課まで気軽に問い合わせ
ください。

検診の名称 対象者
胃がん、大腸がん 40 歳以上の男女

肺がん 40 歳～ 64 歳の男女

子宮頸がん検診
20 歳以上の女性で、前年度町の子宮頸がん検診
を受けていない人（２年に 1回）

乳がん検診
40 歳以上の女性で、前年度町の乳がん検診を受
けていない人または町の受診助成事業を受けて
いない人（２年に１回）

　肺がん検診や胃がん・大腸がん検診は、がんの成長が早いため毎年受診する必要があり
ます。また、肺がん検診でたんの検査（喀

かく

たん細胞診）の対象となった人は、レントゲン
で見つかる肺がんと喀たん細胞診で見つかる肺がんはタイプが異なるので、ぜひ受けてい
ただきたいと思います。

　なぜ胃や大腸、肺がん検診は毎年受ける必要があるのでしょうか？
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◆私の夢――

　  　僕は将来、薬剤師になりたいと思っていま

す。幼い頃に通っていた病院の薬剤師の方が

とてもかっこよく、テキパキと働く姿が印象

的だったことから、薬剤師を目指すようにな

りました。

◆努力していること――

  　薬剤師を目指すにあたって心掛けているこ

とは、思いやりの心です。薬剤師は、一人一

人の患者と接するので、思いやりはとても大

切だと思っています。

◆未来の自分に一言――

  　今後生きていく上で辛い時がくると思いま

す。そんな時でも諦めずに、前を向いて頑張っ

ていってほしいと思います。

［ ２年・生徒会 総務  ］

矢
や

部
べ

  光
ら い と

人 さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　８月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，７５３人　　 （－１３人）

男 　 　２，７９７人　　 （－　７人）

女 　 　２，９５６人　　 （－　６人）

世　帯　 　２，５３９世帯　　 （＋　２世帯）

■ お誕生おめでとう

髙津　李
い

央
お

ちゃん　　　京也・那央　上野尻

荒海　なつめちゃん　　正人・怜美　小綱木

■ お悔やみ申し上げます

甲斐　苙一　（86）　美智子 夫 　４町内

恩田　鬼子郎（88）　圭基 父 　芝草

平井　清美　（91）　克美 父 　芝草

齋藤　茂　　（69）　幸樹 父 　堀越

須藤　桂子　（75）　雅克 母 　萱本

渡部　マサ子（94）　峰明 大叔母　萱本

渡部　テツ　（101）　元基 祖母　松尾

野原　カトミ（100）　靜雄 母 　松尾

渡部　ツネ子（78）　寅雄 母 　黒沢

鈴木　シン　（99）　渡部  常雄 母 　山口

佐藤　泰　　（70）　惠子 夫 　上野尻

桑原　キミ子（80）　和弥 母 　徳沢

上野　新平　（85）　新哉 父 　呼賀

佐藤　ヱイ子（86）　信英 母 　滑沢

物江　善美　（93）　一榮 大叔父　八重窪

猪俣　泰明　（92）　泰典 父 　小山

戸籍の窓口   
（７月受付分）

　３人の孫たち。寝返りができ

るようになったり、文字が読め

るようになったりと、それぞれ

の成長が嬉しいです。

◆趣味は？

　食べ歩き、お菓子作り

◆特技は？

　人見知りをしないこと

◆熱中していることは？

　ガーデニング

◆自分を一言で表現すると？

　ポジティブ

◆あなたのモットーは？

　雲の上はいつも晴れ

都
つ づ く

竹 泰
たい

河
が

隊員

佐
さ

藤
とう

  まゆみ さん［上野尻］ 

　まゆみちゃん手作り

のローストビーフ、ま

た食べたいな !!

石本 明美 さん（８月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆最近感動したことは？

　いつも枯らしてしまっていた

ウツボカズラ（食虫植物）に、

初めて新しいつぼが付いたこと

◆これからやってみたいことは？

　名城巡り

◆次の方を紹介してください

　Ｍ・Ｔさん

　協力隊２年目の 24 歳。ケー
ブルテレビの番組制作と情報発
信業務を担当。趣味はストリー
トダンスで、町内で踊れる場所
を模索している。

ら
せ
ん
状
の
も
の
づ
く
り

　

町
に
移
住
し
て
１
年
と
少
し
経
ち
ま
し
た
。
協
力
隊
と
し

て
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、
こ
の
１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
町
の
健
康
増
進
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
さ
す

け
ね
ぇ
輪
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
ら

が
な
の
「
わ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ

ン
し
た
そ
の
ロ
ゴ
は
「
健
康
お
も
し
ろ

座
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら
協
奏
し
て
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
様
は
ら
せ
ん
状
に
ア
イ
デ
ア
が
組
み
上
が
っ
て
く
る

よ
う
で
出
来
上
が
っ
た
マ
ー
ク
も
ど
こ
か
「
ら
せ
ん
状
の
上

昇
」
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

１
つ
の
ア
イ
デ
ア
が
関
わ
る
人
の
想
い
を
乗
せ
、
最
初
に

考
え
て
い
た
も
の
と
は
良
い
意
味
で
全
く
違
う
も
の
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
僕
が
こ
れ
か
ら
番

組
制
作
・
デ
ザ
イ
ン
業
務
に
携
わ
る
上
で
も
大
切
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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徳右衛門の墓徳右衛門の墓

泥浮泥浮

漆窪漆窪

立岩立岩

県道338号県道338号

小清水小清水

喜多方市喜多方市

至至 

平
明
平
明

　漆窪の泥浮地区は、アメリカのペリーが浦賀に来航した嘉永６

年（1853）、平明村の徳右衛門が 30 町歩を譲り受け、家族とと

もに開拓の鍬を入れたのが始まりとされています。

　「泥浮」の地名は、隣村の立岩へ行く道のそばに浮島のふかふ

かした湿地があったからといわれています。平明との行き来は新

村堤と松坂を通っての道で、泥浮との往来ができるようになるの

は戦後のことになります。

　徳右衛門は気性の激しい人といわれ、開拓に精魂を傾け、その

功績に「会津」の名字の使用を願い出ましたが、「会津とは畏れ

多きこと、会沢を許す」との逸話が残っています。

　泥浮の南で東と西の沢が合流して井谷川となるので、会沢の名

字になったのかもしれません。実家の薄を名乗らなかったのは、

名実ともに独立して新天地を拓く決意のあらわれがあったのでは

ないでしょうか。その後、徳右衛門は文久３年（1863）年に亡

くなります。法名「開翁理發清信士」。

　戊辰戦争の農兵組立によると、『高郷村史』には泥浮分肝煎会

沢次右衛門、『山都町史』では会沢四左衛門とあり、徳右衛門の

子と思われます。慶応４年（1868）、柴崎に上陸した西軍の一隊

は井谷と赤岩・中山で戦い、一部は井谷から泥浮に進み、道案内

を立てて冨士山に登り、攻撃しています。

　明治２年（1869）、新潟県白根村の平治は、泥浮にある岩穴で

贋
にせ

金
がね

を作り、処刑されています。泥浮と立岩を結ぶ道の脇に腹切

り松がありましたが、虫食いで倒れてしまいました。平治が腹を

切ったからだといわれています。しかし、罪人は斬首なので首切

り松というべきですが、自ら腹を召したからでしょうか。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の

ス
イ
カ
割
り
よ
り
。
熱
中
症
対
策

の
た
め
、
日
差
し
の
少
な
い
曇
り

空
の
下
、
屋
外
で
の
ス
イ
カ
割

り
。
園
児
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い

で
楽
し
そ
う
な
声
が
園
庭
に
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

（
７
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
こ
の
よ
う

な
豪
雨
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
が
い

つ
発
生
し
て
も
対
処
で
き
る
よ
う

に
、
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た

防
災
意
識
を
持
ち
、
対
策
を
考
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、「
西
会
津
防
災
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
町
民
税
課
窓
口
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
災
害
へ

の
対
応
や
備
え
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

文：長谷沼  清𠮷

泥
どろ

浮
ぶ

の開村

冨士山冨士山
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